[講演1]オープンサイエンス時代の大学図書館員 : 教育, 研究のパートナーになるために<平成30年度 国立大学図書館協会近畿地区助成事業「オープンサイエンス時代の大学図書館 --これから求められる人材とは--」> by 竹内, 比呂也
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• Manage and Share: 永続識別⼦の
⽣成と管理，リポジトリでの研究
データの蓄積，管理，共有
• Publish: オープンアクセス出版，
データ出版
California Digital Library(UC)
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千葉⼤学の事例
• オープンアクセス・オープンデータの推進
• ⽇本で最初に機関リポジトリを計画した⼤学
• オープンアクセス⽅針の採択（2016年度）
• CHOR（US)の試⾏，活⽤
• リポジトリ搭載標本データへのDOI付与
• 学術コミュニケーションの急激な変容という外部要因があるとはい
え，これまで教育・学習⽀援を推進してきた図書館（アカデミッ
ク・リンク・センター）が「研究を⽀援する」という⽅向にいきな
り転換することは困難であるし，学内の理解を得られない。
• ⼤学院⽣への教育・学習⽀援への⾼度化という枠組みを設定し，そ
の中に研究的活動への⽀援の種を蒔くことで，実質的に研究への⽀
援をスタートさせる。
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⼤学院教育を⽀える基盤としてのアカデミック・リンク
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専⾨科⽬群
共通科⽬
研究
深い専⾨性と俯瞰的思考⼒を備え
た『知のプロフェッショナル』
⾼度な⼈的
⽀援
デジタル・ス
カラシップ
リサーチ・
コモンズ
基盤としてのアカデミック・リンク
各⼤学院プログラム
知識基盤時代にふさわしい知識循環のための基盤:
デジタル・スカラシップ
研究のア
ウトプッ
ト
蓄積・処
理・管理
教育での
利活⽤
優れた研
究者の輩
出
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新しい
知識循環基盤
成果
• c-arc(2018年リリース）https://iiif.ll.chiba-u.jp/main/
• 「デジタルスカラシップ」のための基盤
• IIIF対応のデジタルアーカイブ
• 古典籍，植物標本画像などを提供（予定も含む）
• 国⽴歴史⺠俗博物館との連携（近世地⽅⽂書の電⼦化）
→具体的にはデジタルヒューマニティーズなどが視野に
→教育リソースとしての活⽤も具体化へ
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俯瞰⼒育成と新しい発⾒，協働をもたらす学びの場
リサーチ・コモンズ
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俯瞰⼒・倫理性・教育⼒
広がりを持った
⾼度な専⾨性
RDM教材
研究を計画してみよう！
メニューガイド
（活⽤法・相談窓⼝・資源案内）
データ消えちゃった！
…とならないために
（データ保存講座）
データ分析
のためのツール活⽤
研究成果が
⼀⽬でわかる！
（データ可視化）
研究で
コラボするには？
（データ共有術）
研究成果を
次の世代へ！
（データアーカイブ）
論⽂を多くの⼈に
読んでもらおう！
（引⽤・データ参照／OA出版）
結果を論⽂にしよう！
（論⽂執筆法）
研究に使えるかも！？
世界の無料データ
活⽤術！
①トピック型
学びたいことが
分かる⼈ 課題
発⽣！
②ストーリ型
何を学べばよい?
分からない⼈
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キャラクタ選択＆確認テスト「研究基礎教育」に
RDM教育を埋め込む
【独⽴ユニット】
ストーリ＆キャラクタ
【似た⽂脈＆事例】
を通じてRDMを学ぶ
まとめに代えて
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Special thanks to
姉川雄⼤先⽣，國本千裕先⽣，⽩川優治先⽣，我妻鉄也先⽣
（以上，千葉⼤学）
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ご静聴ありがとうございました。
